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	 本研究は自閉症スペクトラム（以下ASD）児の視覚性類推課題のパフォーマンスとそれに関わる脳内の















ンマ帯域で右後頭部と左前頭部の間で強い正の相関を報告している(r = 0.756, P = 0.0001) (r = 0.792, P < 
0.0001) 。一方でTD児では２つの課題ともにガンマ帯域との強い相関認めないと報告している。この結果
から、ガンマ帯域を介した後頭部－前頭部の脳機能結合が強いと、ASD児においては視覚性課題の遂行力
が高いことを本研究は示している。 
	 アルファ、ベータ帯域においては有意な相関は認めていない。アルファとベータ帯域は視覚野において
トップダウン処理を反映し、ガンマ帯域はボトムアップ処理を反映していることを前提に考えると、ASD
児においては、視覚性の課題遂行が優れている場合、視覚野ボトムアップ情報処理が促進していることが
影響している事を示唆している。 
	 ASDの認知特性の脳内メカニズムを解明した研究であり、医学博士に相当する研究成果である。 
